
(57)【要約】
【課題】処方中に油溶性染料と白色粉体を配合した場合に、白色粉体に影響されることな
く安定した外観色を得ることが出来、かつ、油溶性染料に特有の性質である塗布時の発色
の強さを損なわない化粧料を提供する。
【解決手段】油溶性染料、有機酸及び化粧料用白色粉体を配合した油性化粧料。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
油 溶 性 染 料 、 有 機 酸 及 び 化 粧 料 用 白 色 粉 体 を 配 合 し た 油 性 化 粧 料 。
【 請 求 項 ２ 】
油 溶 性 染 料 の 配 合 量 が ０ ． ０ ０ １ ～ １ 質 量 ％ 、 有 機 酸 の 配 合 量 が ０ ． ０ ０ １ ～ １ 質 量 ％ で
、 か つ 、 油 溶 性 染 料 と 有 機 酸 の 質 量 比 が １ ０ ： １ ～ １ ： １ ０ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 油 性
化 粧 料
【 請 求 項 ３ 】
油 溶 性 染 料 が 、 赤 色 ２ １ ８ 号 、 赤 色 ２ ２ ３ 号 及 び だ い だ い 色 ２ ０ １ 号 か ら な る 群 よ り 選 ば
れ る １ 種 又 は ２ 種 以 上 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 油 性 化 粧 料 。
【 請 求 項 ４ 】
有 機 酸 が 、 ク エ ン 酸 、 無 水 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸
誘 導 体 及 び 酒 石 酸 か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 以 上 で あ る 請 求 項 １ 乃 至 ３ い ず
れ か 記 載 の 油 性 化 粧 料 。
【 請 求 項 ５ 】
化 粧 用 白 色 粉 体 が 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 酸 化 チ タ ン 、 タ ル ク 、 マ イ カ 、 カ オ リ ン 、 ラ ウ ロ イ ル
リ シ ン 及 び シ ル ク パ ウ ダ ー か ら な る 群 よ り 選 ば れ る 少 な く と も １ 種 以 上 で あ る 請 求 項 １ 乃
至 ４ い ず れ か 記 載 の 油 性 化 粧 料 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 処 方 に よ る 外 観 色 の 色 ぶ れ が 少 な く 、 発 色 の よ い 油 性 化 粧 料 に 関 す る も の で あ
る 。 さ ら に 詳 し く は 、 配 合 さ れ る 油 溶 性 染 料 の 発 色 を 有 機 酸 に よ っ て 制 御 す る こ と に よ り
、 処 方 中 に 含 ま れ る 白 色 粉 体 に 影 響 さ れ ず に 安 定 し た 外 観 色 を 得 る こ と が 出 来 、 か つ 、 塗
布 時 の 発 色 の 強 さ を 損 な わ な い 油 性 化 粧 料 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 口 紅 、 リ ッ プ グ ロ ス 、 ア イ シ ャ ド ウ 、 及 び 、 チ ー ク カ ラ ー な ど の メ イ ク ア ッ プ 化 粧
料 に は 、 そ の 発 色 の 鮮 や か さ や 着 色 力 の 強 さ か ら 、 赤 色 ２ １ ８ 号 や 赤 色 ２ ２ ３ 号 な ど の 油
溶 性 染 料 が 配 合 さ れ て き た 。 一 方 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 マ イ カ 、 タ ル ク 、 酸 化 チ タ ン 、 カ オ リ
ン 、 ラ ウ ロ イ ル リ シ ン 、 シ ル ク パ ウ ダ ー 等 の 白 色 粉 体 は 、 化 粧 料 の 使 用 感 （ 伸 展 性 、 付 着
性 ） や 仕 上 が り の 調 整 、 及 び 、 色 材 の 希 釈 剤 を 目 的 と し て 化 粧 料 に 配 合 さ れ て き た 。 こ れ
ら の 油 溶 性 染 料 の み を 少 量 油 性 基 剤 に 配 合 し た 場 合 に は 、 外 観 色 は ほ ぼ 基 剤 の 色 と な る 。
し か し 、 油 溶 性 染 料 を 前 述 の 白 色 粉 体 と 共 に 配 合 す る と 、 彩 度 の 高 い 鮮 や か な 色 調 を 呈 す
る よ う に な る た め 、 油 溶 性 染 料 を 配 合 し 、 か つ 、 外 観 色 の 淡 い 化 粧 料 を 作 製 す る に あ た っ
て 処 方 上 に 制 限 が 生 じ た り 、 場 合 に よ っ て は 作 製 で き な い 色 が 生 じ た 。 ま た 、 油 溶 性 染 料
と 白 色 粉 体 を 共 に 配 合 し た 場 合 の 油 溶 性 染 料 の 発 色 の 度 合 い は 、 配 合 す る 粉 体 の 種 類 に よ
っ て 異 な る た め 、 製 剤 の 外 観 色 を 処 方 の 違 い に よ ら ず 安 定 さ せ る こ と が こ れ ま で 容 易 で は
な か っ た 。 こ の よ う な 外 観 色 の ぶ れ は 、 口 紅 や ア イ シ ャ ド ウ の よ う な メ イ ク ア ッ プ 化 粧 料
に と っ て 好 ま し く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 処 方 中 に 油 溶 性 染 料 と 白 色 粉 体 を 配 合 し た 場 合 に 、 白 色 粉 体 に
影 響 さ れ る こ と な く 安 定 し た 外 観 色 を 得 る こ と が 出 来 、 か つ 、 油 溶 性 染 料 に 特 有 の 性 質 で
あ る 塗 布 時 の 発 色 の 強 さ を 損 な わ な い 化 粧 料 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の よ う な 背 景 の も と に 本 発 明 者 ら は 鋭 意 研 究 を 行 な っ た 結 果 、 油 溶 性 染 料 、 及 び 化 粧 料
用 白 色 粉 体 を 含 有 す る 化 粧 料 に 有 機 酸 を 配 合 す る と 、 配 合 し た 白 色 粉 体 に 影 響 さ れ ず に 安
定 し た 外 観 色 を 得 る こ と が 出 来 、 さ ら に 、 塗 布 時 の 発 色 の 強 さ を 損 な わ な い 化 粧 料 が 得 ら
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れ る こ と を 見 出 し 本 発 明 を 完 成 し た 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 油 溶 性 染 料 、 有 機 酸 及 び 化 粧
料 用 白 色 粉 体 を 配 合 し た 油 性 化 粧 料 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 に 本 発 明 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 油 性 化 粧 料 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ ０ １ ～ １ 質 量 ％ 、 さ ら に 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～
０ ． ５ 質 量 ％ の 油 溶 性 染 料 を 含 有 す る 。 油 溶 性 染 料 は 、 通 常 化 粧 料 に 用 い ら れ る も の で あ
れ ば よ く 、 例 と し て 、 赤 色 ２ １ ８ 号 （ Ｄ ＆ Ｃ 　 Ｒ ｅ ｄ 　 Ｎ ｏ ． ２ ７ ） 、 赤 色 ２ ２ ３ 号 （ Ｄ
＆ Ｃ 　 Ｒ ｅ ｄ 　 Ｎ ｏ ． ２ １ ） 、 だ い だ い 色 ２ ０ １ 号 （ Ｄ ＆ Ｃ 　 Ｏ ｒ ａ ｎ ｇ ｅ 　 Ｎ ｏ ． ５ ）
等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 油 溶 性 染 料 を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 少 量 で も 鮮 や か で 発 色 が
良 く 、 か つ 落 ち に く い 化 粧 料 を 得 る こ と が 出 来 る 。 し か し 、 配 合 量 を 多 く す る こ と は 、 皮
膚 に 対 す る 安 全 性 の 面 か ら あ ま り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 油 性 化 粧 料 は 、 好 ま し く は ０ ． ０ ０ １ ～ １ 質 量 ％ 、 更 に 好 ま し く は ０ ． ０ １ ～ ０
． ３ 質 量 ％ の 有 機 酸 を 含 有 す る 。 有 機 酸 は 通 常 化 粧 料 に 用 い ら れ る も の で あ れ ば よ く 、 例
と し て 、 ク エ ン 酸 、 無 水 ク エ ン 酸 、 乳 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 リ
ン 酸 エ ス テ ル マ グ ネ シ ウ ム 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 硫 酸 エ ス テ ル 二 ナ ト リ ウ ム 、 ア ス コ ル ビ ン 酸
ナ ト リ ウ ム 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 モ ノ ス テ ア リ ル 、 ア ス コ ル ビ ン 酸 モ ノ パ ル ミ チ ル 、 ア ス コ ル
ビ ン 酸 ジ パ ル ミ チ ル 及 び ア ス コ ル ビ ン 酸 グ ル コ シ ド 等 の ア ス コ ル ビ ン 酸 誘 導 体 、 酒 石 酸 等
が 挙 げ ら れ る 。 有 機 酸 の 配 合 量 は 、 油 溶 性 染 料 の 配 合 量 と 有 機 酸 の 配 合 量 の 質 量 比 が １ ０
： １ ～ １ ： １ ０ と な る 範 囲 が 好 ま し い 。 配 合 量 が 少 な い 場 合 に は 、 発 色 を 制 御 す る 効 果 が
あ ま り 得 ら れ ず 、 ま た 、 口 紅 な ど の 口 唇 化 粧 品 に 配 合 す る 場 合 に は 、 多 量 に 配 合 す る こ と
は 酸 味 を 感 じ る 原 因 と な る と き が あ り あ ま り 好 ま し く な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 油 性 化 粧 料 は 、 使 用 感 （ 伸 展 性 、 付 着 性 ） や 仕 上 が り の 調 整 、 及 び 、 色 材 の 希 釈
剤 を 目 的 と し て 化 粧 用 白 色 粉 体 を 含 有 す る 。 例 と し て 、 硫 酸 バ リ ウ ム 、 カ オ リ ン 、 タ ル ク
、 マ イ カ 、 酸 化 チ タ ン 、 ラ ウ ロ イ ル リ シ ン 、 及 び 、 シ ル ク パ ウ ダ ー 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た
、 表 面 処 理 さ れ た 粉 体 で も 構 わ な い 。 例 と し て 、 ラ ウ ロ イ ル リ シ ン 処 理 板 状 硫 酸 バ リ ウ ム
、 ラ ウ ロ イ ル リ シ ン 処 理 マ イ カ 、 シ リ コ ン 処 理 酸 化 チ タ ン 、 パ ー フ ル オ ロ ア ル キ ル リ ン 酸
エ ス テ ル 処 理 マ イ カ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 油 性 化 粧 料 に は 本 発 明 の 目 的 を 損 な わ な い 範 囲 で 前 記 の 必 須 成 分 以 外 に 通 常 化 粧
料 に 使 用 さ れ る 以 下 の 原 料 、 例 え ば パ ラ フ ィ ン ワ ッ ク ス 、 ポ リ エ チ レ ン ワ ッ ク ス 、 合 成 炭
化 水 素 ワ ッ ク ス 、 マ イ ク ロ ク リ ス タ リ ン ワ ッ ク ス 、 セ レ シ ン 、 カ ル ナ バ ロ ウ 、 キ ャ ン デ リ
ラ ロ ウ 、 ミ ツ ロ ウ 、 ポ リ オ キ シ ア ル キ レ ン 変 性 ポ リ エ チ レ ン ワ ッ ク ス 、 ポ リ エ チ レ ン プ ロ
ピ レ ン コ ポ リ マ ー 、 デ キ ス ト リ ン 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 等 の 固
形 油 性 原 料 、 ワ セ リ ン 、 重 質 流 動 イ ソ パ ラ フ ィ ン 、 ポ リ ブ テ ン 、 ラ ノ リ ン 、 ラ ノ リ ン 誘 導
体 、 ト リ （ カ プ リ ル ・ カ プ リ ン ・ ミ リ ス チ ン ・ ス テ ア リ ン 酸 ） グ リ セ リ ド 、 オ レ イ ン 酸 フ
ィ ト ス テ リ ル 、 高 級 脂 肪 酸 、 高 級 ア ル コ ー ル 、 シ ョ 糖 脂 肪 酸 エ ス テ ル 、 硬 化 油 、 ラ ウ ロ イ
ル グ ル タ ミ ン 酸 ジ （ コ レ ス テ リ ル ／ ベ ヘ ニ ル ／ オ ク チ ル ド デ シ ル ） 、 ラ ウ ロ イ ル グ ル タ ミ
ン 酸 ジ （ フ ィ ト ス テ リ ル ／ ベ ヘ ニ ル ／ オ ク チ ル ド デ シ ル ） 、 ダ イ マ ー ジ リ ノ ー ル 酸 ジ （ フ
ィ ト ス テ リ ル ／ イ ソ ス テ ア リ ル ／ セ チ ル ／ ス テ ア リ ル ／ ベ ヘ ニ ル ） 等 の ペ ー ス ト 状 油 性 原
料 、 流 動 パ ラ フ ィ ン 、 ス ク ワ ラ ン 、 ホ ホ バ 油 、 ヒ マ シ 油 、 オ リ ー ブ 油 、 ヒ マ ワ リ 油 、 月 見
草 油 、 パ ー ム 油 、 ブ ド ウ シ ー ド 油 、 マ カ デ ミ ア ナ ッ ツ 油 、 綿 実 油 、 リ ン ゴ 酸 ジ イ ソ ス テ ア
リ ル 、 ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル 、 リ シ ノ ー ル 酸 オ ク チ ル ド デ シ ル 、 オ
ク チ ル ド デ カ ノ ー ル 、 イ ソ ノ ナ ン 酸 イ ソ ト リ デ シ ル 、 イ ソ ノ ナ ン 酸 イ ソ ノ ニ ル 、 ラ ベ ン ダ
ー 油 、 ラ ウ ロ イ ル グ ル タ ミ ン 酸 ジ （ コ レ ス テ リ ル ／ オ ク チ ル ド デ シ ル ） 、 ラ ウ ロ イ ル グ ル
タ ミ ン 酸 ジ （ フ ィ ト ス テ リ ル ／ オ ク チ ル ド デ シ ル ） 、 ダ イ マ ー ジ オ ー ル ジ エ ス テ ル 、 ダ イ
マ ー 酸 ジ エ ス テ ル 、 ダ イ マ ー ジ オ ー ル モ ノ エ ス テ ル 、 ダ イ マ ー ジ オ ー ル ダ イ マ ー 酸 エ ス テ
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ル 、 ト リ （ カ プ リ ル ・ カ プ リ ン 酸 ） グ リ セ リ ル 、 ジ カ プ リ ル 酸 プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 ジ
イ ソ ス テ ア リ ン 酸 ポ リ グ リ セ リ ル 、 ト リ イ ソ ス テ ア リ ン 酸 ポ リ グ リ セ リ ル 、 テ ト ラ イ ソ ス
テ ア リ ン 酸 ペ ン タ エ リ ス リ チ ル 、 オ レ フ ィ ン オ リ ゴ マ ー 等 の 液 状 油 性 原 料 、 ジ メ チ コ ン 、
シ ク ロ メ チ コ ン 、 フ ェ ニ ル メ チ コ ン 、 ト リ メ チ ル シ ロ キ シ ケ イ 酸 等 の シ リ コ ー ン 原 料 、 カ
ル ボ キ シ ビ ニ ル ポ リ マ ー 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、 寒 天 、 ゼ ラ チ ン 、 ヒ ア ル ロ ン 酸 、 デ オ キ シ リ
ボ 核 酸 、 キ シ リ ト ー ル 、 マ ル チ ト ー ル 、 ア ル ギ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 等 の 水 溶 性 高 分 子 、 １ ， ３
－ ブ チ レ ン グ リ コ ー ル 、 グ リ セ リ ン 、 ジ プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル 、 エ チ ル グ ル コ シ ド 等 の 保
湿 剤 、 シ リ カ 、 セ リ サ イ ト 、 ベ ン ト ナ イ ト 、 雲 母 チ タ ン 、 窒 化 ホ ウ 素 、 ア ル ミ ナ 、 酸 化 鉄
、 ナ イ ロ ン パ ウ ダ ー 、 セ ル ロ ー ス 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 、 ベ ン ガ ラ 、 酸 化 亜 鉛 、 群 青 、 紺 青
、 チ タ ン 酸 リ チ ウ ム コ バ ル ト 、 マ ン ガ ン バ イ オ レ ッ ト 、 タ ー ル 系 色 素 、 天 然 色 素 等 の 粉 体
顔 料 、 紫 外 線 吸 収 剤 、 各 種 ビ タ ミ ン 類 、 抗 酸 化 剤 、 防 腐 剤 、 各 種 植 物 抽 出 物 、 及 び 、 香 料
等 を 配 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の 油 性 化 粧 料 と し て は 、 例 え ば リ ッ プ ク リ ー ム 、 口 紅 、 リ ッ プ グ ロ ス 、 リ ッ プ 下 地
、 ア イ シ ャ ド ウ 、 及 び 、 チ ー ク カ ラ ー な ど 挙 げ ら れ る が 、 特 に こ れ ら に 限 定 は さ れ な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 実 施 例 を 挙 げ 本 発 明 を 具 体 的 に 示 す が 、 本 発 明 は こ れ ら に よ っ て 限 定 さ れ る も の で
は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
＜ 外 観 色 判 定 方 法 ＞
目 視 に よ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
実 施 例 １ 、 ２ 比 較 例 １ 、 ２
表 １ に 示 す 実 施 例 １ 、 ２ 及 び 、 比 較 例 １ 、 ２ は 口 紅 で あ り 、 各 成 分 を 溶 解 混 合 後 、 ロ ー ラ
ー な ど で 均 一 に 分 散 す る 。 再 度 加 熱 溶 解 し た 後 、 型 に 流 し 込 み 冷 却 固 化 し 、 前 記 外 観 色 判
定 を 行 い 結 果 を 得 た 。 表 １ 中 の 数 字 は 質 量 ％ で あ る 。 ま た 、 組 成 中 の 色 材 部 分 は 共 通 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
実 施 例 ３ 、 ４ 、 比 較 例 ３ 、 ４
表 ２ に 示 す 実 施 例 ３ ， ４ 比 較 例 ３ 、 ４ は リ ッ プ グ ロ ス で あ り 、 各 成 分 を 溶 解 混 合 後 、 ロ ー
ラ ー な ど で 均 一 に 分 散 し 、 再 度 加 熱 溶 解 し た 後 、 容 器 に 充 填 し 、 前 記 外 観 色 判 定 を 行 い 結
果 を 得 た 。 表 ２ 中 の 数 字 は 質 量 ％ で あ る 。 ま た 、 組 成 中 の 色 材 部 分 は 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
実 施 例 ５ 、 ６ 、 比 較 例 ５ 、 ６
表 ３ に 示 す 実 施 例 ５ ， ６ 比 較 例 ５ ， ６ は ア イ シ ャ ド ウ で あ り 、 各 成 分 を 溶 解 混 合 後 、 ヘ ン
シ ェ ル ミ キ サ ー で 混 合 し 、 容 器 に 成 型 し て 前 記 外 観 色 判 定 を 行 い 結 果 を 得 た 。 表 ３ 中 の 数
字 は 質 量 ％ で あ る 。 ま た 、 組 成 中 の 色 材 部 分 は 共 通 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
上 述 し た 通 り 、 本 発 明 は 、 処 方 中 に 油 溶 性 染 料 と 白 色 粉 体 を 配 合 し た 場 合 に 、 白 色 粉 体 に
影 響 さ れ る こ と な く 安 定 し た 外 観 色 を 得 る こ と が 出 来 、 か つ 、 油 溶 性 染 料 に 特 有 の 性 質 で
あ る 塗 布 時 の 発 色 の 強 さ を 損 な わ な い 化 粧 料 を 提 供 す る こ と が で き 、 外 観 色 の 淡 い 化 粧 料
を 容 易 に 作 製 す る こ と が 可 能 と な る 。
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